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1.これまでの経緯

平成28年6月定例長崎県議会において長崎県亜熱帯植物園の閉が表明されて以降、県市

による「野母崎地区の地域振興に関する勉強会」が継続して開催され、市の新たな振興策と県の

支援策についての協議が重ねられてきた。市においては、地元からの野母崎地区の地域振興に

係る要望も踏まえ、恐竜博物館建設を含む田の子地区整備に対する財政支援を県にお願いする

とともに、「市政問題協議会」においても、野母崎地区の振興策に対する財政支援を、平成 29年

度と平成30年度に要望した。

これらの経過を経て、平成31年3月に県市において財政支援に係る大枠の方向性を確認し、

令和2年1月に「基本協定」を締結した。

野母崎地の振興にかかる長県の財政支援について

H28.6

H28.11

H28.11

6月県議会の冒頭において、中村県知事がH293末での閉を表明

第1回「野母崎地域の振興策に係る勉強会」を開催(H308まで計5回)

野母崎連合自治会が、「亜熱帯植物園の閉園に係る野母崎地区の地域振興1

ついて(要望)」を長崎県及び長崎市へ提出

長崎市市政問題協議会が、「長崎県亜熱帯植物園の閉園に係る野母崎地域

振興策に対する財政支援について」を要望事項として長崎県に提出(2年連続

県市において財政支援に係る大枠の方向性を確認

「長崎市野母崎地区振興策の財政支援に関する基本協定」を締結

H29.フ

H313

R2.1

2.財政支の内容

・対象事業:(1)恐竜博物館の整備事業

②旧崎県亜熱帯植物が所有する植物の移植事業

・支援期間:対象事業に充当した地方の還期間(R2~R15を予定)

・対象経費.対象事業に充当した地方の元利償還金(過疎対策事業債を100%充当
したものとみなして算出)に要する費用

・支援額:対象経費に15%を乗じて得た額 198,729千円(限度額)

・基本協定締結日令和2年1月14日

博物館建物イメージ 博物館展示イメージ
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長崎市野母崎地区振興策の財政支援に、関する基本協定書

長崎県知事中村法道(以下岬」という。)と長崎市長田上富久(以下「乙」

という。)とは、乙が実施する'長崎市野母崎地区振興策に対する甲の財政支援に関し、
次のとおり基本協定書を締結する。

(趣旨)

第1条この基本協定書は、乙が実施する.(仮称)長崎恐竜博物館(以下「恐竜博物

館」という。)の整備事業を核とした長崎市野母崎地区振興策に対する甲の財政支援

にっいて、必要な事項を定める。

(対象事業)

第2条甲が財政支援を行う対象事業は、長崎市野母崎地区振興策,として乙が実施す
る次の事業とする。なお詳細な項目については「別表1」に定めるとおりとする。
紺恐竜博物館の整備事業

②旧長崎県亜熱帯植物園が所有する植物の移植事業

(支援期間)

第3条甲が財政支援を行う期問は、ゐが前条に定める対象事業に充当した地方債の

償還を行う期間とtる。

(対象経費)

第4条甲が財政支援の対象と,、る経費は、「別表U に定める対象事業に充当した過

疎対策事業債の元利償還金に要する賓用とする。ただし、過疎対策事業債の充当率

が100%を下回った場合及び過疎対築事業債以外の地方債を充当した場合は、過

疎対策事業債を100%充当したものとみなして算出した元利償還金に要する費用
とする。

(財政支援の額)

第5条甲が乙に支払う財政支援の額は、前条に定める対象経費に15%を乗じて得
た額とし、その限度額は、 198,729千円とする。

(報告)

第6条甲は、必要があるときは、乙が実施する長崎市野母崎地区振興策の状況にっ

いて、乙に報告を求めるこ.とができるものとする。

(その他)

第7条この基本協定書に定めのない事項又は疑霧が生じた場合は、その都度、甲乙

協議し定めるものとする。
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別表1(第2条関係)

①恐竜博物館の整備事業

②旧長崎県亜熱帯植物園が所有する植

物の移植事業

事業名

この基本協定書の締結の証として本書2通を作成し、甲、乙記名押印のうぇ各自1

通を保有する。

建築施工費

令和 2年

展示施工費

研究機材購入費の一音原来館者利用ス

ペース設置分)

項伺

植物の移植費

1月14日

C

甲 長崎県長崎市尾上町3番1号

長崎県知事中村法

乙 長崎県長崎市桜町2番22号

長崎市長 田上富
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